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石
破
総
理
大
臣

は
高
額
療
養
費
制

度
の
上
限
額
引
上

げ
に
つ
い
て
一
時

凍
結
し
、
秋
ま
で

に
改
め
て
方
針
を

検
討
す
る
こ
と
を

表
明
し
た
。
立
憲
民
主
党
な
ど

が
反
対
す
る
中
で
、
衆
議
院
を

通
過
さ
せ
て
癌
等
の
患
者
団
体

の
意
見
を
聞
く
も
、
直
前
ま
で

今
年
８
月
の
引
き
上
げ
に
意
欲

を
示
し
て
い
た
が
、
与
党
内
か

ら
も
反
対
が
あ
り
、
参
議
院
選

挙
へ
の
影
響
も
考
え
決
断
し
た

と
思
わ
れ
る
。
総
理
は
「
患
者

団
体
の
意
見
や
生
活
実
態
の
デ

ー
タ
を
踏
ま
え
、
削
減
を
前
提

と
し
な
い
丁
寧
な
議
論
を
進
め

る
」
と
し
、
今
ま
で
の
経
緯
に

つ
い
て
は
判
断
を
間
違
え
、
患

者
に
不
安
を
与
え
た
と
謝
罪
し

た
▼
こ
の
総
理
の
決
断
の
前
に

協
会
も
談
話
を
出
し
て
い
る

が
、「
全
国
が
ん
患
者
団
体
連
合

会
」
な
ど
の
患
者
団
体
や
保
団

連
は
患
者
の
立
場
で
積
極
的
に

撤
回
を
訴
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
拡

散
し
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
く
影
響

し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
妥

協
案
で
あ
っ
た「
多
数
回
該
当
」

患
者
を
除
外
し
た
と
し
て
も
残

り
８
割
の
患
者
は
大
幅
な
負
担

増
と
な
り
、
治
療
の
中
断
や
回

数
を
減
ら
す
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
。
厚
労
省
は
そ
う
い
っ

た
受
診
控
え
で
１
千
９
５
０
億

円
の
医
療
費
が
削
減
で
き
る
と

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
人
の
命

と
引
き
換
え
で
あ
る
▼
こ
の
秋

に
は
改
め
て
方
針
が
示
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
ま
だ
安
心

は
で
き
な
い
。
今
は
維
新
が
示

す「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外

し
」
が
議
論
に
な
っ
て
お
り
、

患
者
の
受
療
権
が
奪
わ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
協
会
は
国
民
の

命
と
医
療
を
守
る
声
を
上
げ
続

け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
Ｆ
）

神奈川県保険医協会会員数（4月30日現在）

6,527名 　医科：3,953名  歯科：2,574名

※協会未入会の方をご紹介ください。ご連絡は、協会組織部まで。

「窓口負担“ゼロの会”」へのご賛同を
2面

4面

5面

①歯科臨床研究会・事後抄録

　「CAD／CAM冠・インレー、エンドクラウンの臨床」

②臨床懇話会・事後抄録「腰痛：何が困っているのか」

〈医科のコーナー〉2024年度診療報酬改定、

　5月31日で経過措置が終了する要件

〈歯科のコーナー〉6月随時改定・金パラ「引き上げ」

今号のピックアップ

園田栄太郎
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後
期
高
齢
者
に
資
格
確
認
書

マ
イ
ナ
移
行
、〝
弥
縫
策
〟
続
く

通
報
は
介
護
者
の
支
援
に
も

高
齢
者
虐
待
問
題

　

４
月
１
日
、
地
域
医
療
対
策

部
は
「
在
宅
に
お
け
る
高
齢
者

虐
待
へ
の
対
応
」
を
テ
ー
マ
に

地
域
医
療
学
習
会
を
開
催
。
日

本
福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
部
教

授
の
湯
原
悦
子
氏
が
講
師
を
務

め
、
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
あ

わ
せ
て
７４
名
が
参
加
し
た
。

　

氏
は
、
高
齢
者
虐
待
防
止
法

に
基
づ
き
、
医
療
機
関
に
は
高

齢
者
虐
待
の
早
期
発
見
の
努
力

義
務
、
生
命
ま
た
は
身
体
に
重

大
な
危
険
が
生
じ
て
い
る
虐
待

が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
通
報
義

務
が
あ
る
こ
と
を
解
説
。
実
際

に
虐
待
が
疑
わ
れ
る
事
例
に
遭

遇
し
た
場
合
に
医
療
機
関
と
し

て
適
切
に
行
動
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整

備
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
し
た
。

　

ま
ず
、
医
療
機
関
が
「
虐
待

で
あ
る
」
と
判
断
す
る
必
要
は

　

後
期
高
齢
者
に
関
し
て
は
、

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行
に
一

定
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
や
、

７５
歳
到
達
時
な
ど
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
新
規
加
入
す
る

際
、
本
人
が
状
況
を
十
分
に
認

識
し
な
い
ま
ま
現
行
の
健
康
保

険
証
が
失
効
し
、
マ
イ
ナ
保
険

証
の
み
が
有
効
に
な
る
ケ
ー
ス

が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た

め
昨
年
１２
月
２
日
時
点
で
は
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
申
請
を
待
た
ず
に
今

年
７
月
末
を
期
限
と
す
る
資
格

確
認
書
を
交
付
す
る
対
応
が
取

ら
れ
て
き
た
。

　

後
期
高
齢
者
が
現
在
所
持
し

て
い
る
保
険
証
及
び
資
格
確
認

書
の
有
効
期
限
は
７
月
末
に
一

斉
に
切
れ
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
多
く
の
申
請
が
市
町
村
の

窓
口
に
集
中
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
お
り
、
円
滑
な
制
度
移

行
の
観
点
か
ら
、
マ
イ
ナ
保
険

証
と
資
格
確
認
書
の
併
用
を
可

能
と
す
る
１
年
間
の
暫
定
措
置

が
と
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

後
手
の
対
応

混
乱
招
く

　

こ
の
対
応
が
決
定
さ
れ
る
以

前
、
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
は
７
月
末
に
迫
る

健
康
保
険
証
の
失
効
を
前
に
、

今
年
３
月
ま
で
に
資
格
確
認
書

の
発
行
を
求
め
る
事
前
申
請

や
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
解

除
に
関
す
る
案
内
を
加
入
者
へ

郵
送
し
て
い
た
。
案
内
で
は
、

５
月
３０
日
ま
で
に
申
請
を
行
う

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。
行
き

違
い
と
な
っ
た
今
回
の
対
応
に

よ
り
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
は

「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
困
惑

す
る
高
齢
患
者
の
声
が
相
次

ぎ
、
協
会
が
発
行
す
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
手
に
協
会
事
務
局
を

訪
れ
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
な

ど
、
す
で
に
混
乱
が
生
じ
て
い

る
。

　

協
会
は
こ
れ
ま
で
、
医
療
現

場
で
の
混
乱
や
有
効
な
資
格
確

認
書
類
が
手
元
に
届
か
ず
無
保

険
状
態
と
な
る
リ
ス
ク
を
避
け

る
た
め
、
従
来
の
健
康
保
険
証

の
存
続
・
復
活
が
最
善
策
で
あ

る
と
繰
り
返
し
訴
え
て
き
た
。

ま
た
、
県
内
の
す
べ
て
の
市
町

村
や
広
域
連
合
の
議
会
に
対

し
、
従
来
の
健
康
保
険
証
の
発

行
存
続
を
求
め
る
意
見
書
を
国

に
提
出
す
る
よ
う
、
陳
情
な
ど

で
再
三
要
請
し
て
き
た
。
そ
う

し
た
中
で
生
じ
た
今
回
の
混
乱

は
、
国
お
よ
び
行
政
に
よ
る
対

応
の
遅
れ
が
原
因
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

　

従
来
の
健
康
保
険
証
の
使
用

期
限
は
最
長
で
も
今
年
１２
月
１

日
ま
で
で
あ
る
。
知
ら
ず
し
て

従
来
の
保
険
証
が
失
効
す
る

と
、
医
療
機
関
窓
口
な
ど
で
の

混
乱
が
想
定
さ
れ
る
。
マ
イ
ナ

保
険
証
の
保
有
者
は
現
在
約
８

千
３
０
０
万
人
。
そ
の
う
ち
、

後
期
高
齢
者
１
千
３
０
０
万
人

を
除
く
お
よ
そ
７
千
万
人
に
そ

う
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
予
想

さ
れ
る
混
乱
を
避
け
る
た
め
に

は
、
国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め

と
し
た
各
保
険
者
が
、
資
格
確

認
書
の
全
員
交
付
に
踏
み
切
る

こ
と
が
最
低
限
の
対
応
だ
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
も
っ
と
も
効

果
的
で
確
実
な
方
策
は
、
健
康

保
険
証
の
利
用
を
継
続
す
る
こ

と
だ
ろ
う
。

な
く
、
厚
労
省
等
が
示
す
「
高

齢
者
虐
待
発
見
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」（
下
表
）
等
を
活
用
し
て「
疑

わ
し
い
」
と
感
じ
る
場
合
は
通

報
す
る
こ
と
、
あ
ら
か
じ
め
通

報
先
の
自
治
体
お
よ
び
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
を
調

べ
、
連
絡
先
を
控
え
て
お
く
こ

と
を
推
奨
し
た
。
な
お
通
報
の

際
、
業
務
上
の
守
秘
義
務
よ
り

も
虐
待
の
通
報
義
務
を
優
先
す

る
こ
と
に
も
触
れ
た
。

　

ま
た
通
報
受
理
後
、
事
実
確

認
が
行
わ
れ
た
う
え
で
、
市
の

高
齢
者
虐
待
担
当
課
と
包
括
職

員
に
よ
る
会
議
が
開
催
さ
れ
、

虐
待
の
有
無
と
緊
急
性
の
判
断

お
よ
び
立
入
調
査
や
分
離
措
置

の
必
要
性
の
検
討
が
な
さ
れ
、

会
議
の
決
定
に
基
づ
く
対
応
が

と
ら
れ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
通
報
し
て
も

会
議
で
虐
待
認
定
が
下
り
な
か

っ
た
経
験
が
報
告
さ
れ
、
対
応

を
問
わ
れ
た
。
湯
原
氏
は
、
行

政
の
担
当
者
の
知
識
や
経
験
に

よ
っ
て
対
応
が
異
な
っ
て
き
て

し
ま
う
属
人
的
な
面
が
あ
る
と

し
た
う
え
で
、
市
の
窓
口
で
十

分
な
対
応
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

場
合
は
、
県
の
窓
口
に
相
談
す

る
こ
と
や
、「
高
齢
者
虐
待
発

見
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
等
を
活

用
し
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る
具
体

的
な
事
例
を
報
告
す
る
こ
と

で
、
行
政
の
担
当
者
の
知
識
や

判
断
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

も
手
だ
と
し
た
。

　

最
後
に
、
患
者
や
家
族
と
の

関
係
も
あ
り
通
報
を
た
め
ら
う

か
も
し
れ
な
い
が
、
通
報
す
る

こ
と
は
、
高
齢
者
本
人
だ
け
で

な
く
介
護
者
の
支
援
に
も
つ
な

が
る
と
説
い
た
。
虐
待
の
背
景

に
は
、
高
齢
者
の
認
知
症
等
の

症
状
に
よ
り
介
護
者
が
手
一
杯

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

通
報
に
よ
り
第
三
者
が
介
入
す

る
こ
と
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
見
直
す
な
ど
家
庭
の
介
護

状
況
が
改
善
す
る
こ
と
も
あ
る

と
し
た
。
ま
た
医
療
者
は
虐
待

の
早
期
発
見
が
し
や
す
い
立
場

に
あ
る
と
述
べ
、
介
護
者
の
睡

眠
不
足
や
う
つ
症
状
は
、
介
護

状
況
の
悪
化
の
サ
イ
ン
だ
と

し
、追
い
詰
め
ら
れ
る
前
に「
家

族
の
」
話
に
も
耳
を
傾
け
て
ほ

し
い
と
呼
び
か
け
た
。

身体的虐待の
サイン

頭、顔、頭皮などに傷がある

「怖いから家にいたくない」などの
訴えがある

介護・世話の
放棄・放任の
サイン

かなりの程度の潰瘍や褥瘡ができ
ている

栄養失調の状態にある

経済的虐待の
サイン

利用負担のあるサービスを利用し
たがらない

自由に使えるお金がないと訴える

家族・介護者
の状況

高齢者に対して冷淡な態度や無関
心さがみられる

他人の助言を聞き入れず、不適切
な介護方法へのこだわりがある

〈表1〉 厚生労働省「高齢者虐待発見チェックリスト（案）」より
　　　一部抜粋

地域医療学習会

講師の湯原氏

全国新年号機関紙コンクール全国新年号機関紙コンクール

　神奈川県保険医新聞の新春特集号が全国新年号機関紙誌コンク　神奈川県保険医新聞の新春特集号が全国新年号機関紙誌コンク
ールにて特別賞（デザイン部門）で表彰された。このコンクールールにて特別賞（デザイン部門）で表彰された。このコンクール
は日本機関紙協会が主催し、ジャーナリスト・記者やベテランのは日本機関紙協会が主催し、ジャーナリスト・記者やベテランの
機関紙編集者が審査した。機関紙編集者が審査した。
　講評では　講評では「写真と絵画の見事さは各委「写真と絵画の見事さは各委
員から高い評価が相次ぎました」、「とり員から高い評価が相次ぎました」、「とり
わけ、1面はよくある富士山や初日の出とわけ、1面はよくある富士山や初日の出と
異なる、幻想的な夜明けの写真をあえて1異なる、幻想的な夜明けの写真をあえて1
面に大きく配置する大胆な選出・レイア面に大きく配置する大胆な選出・レイア
ウト」ウト」などと写真投稿とそのレイアウトなどと写真投稿とそのレイアウト
を評価された。を評価された。
　藤田新聞部長からは、「投稿で組まれる　藤田新聞部長からは、「投稿で組まれる
新春特集号での受賞は、会員さんの投稿
と担当事務局のセンスの賜物と感謝してと担当事務局のセンスの賜物と感謝して
居ります」とのコメントがあった。居ります」とのコメントがあった。

神奈川県保険医新聞が神奈川県保険医新聞が
デザイン賞デザイン賞

７５
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
全
員
に
対
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
保
有
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
資
格
確
認
書
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
が
、
４
月
３
日
に
開
か
れ
た
厚

労
省
の
社
保
審
・
医
療
保
険
部
会
で
了
承
さ
れ
た
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
２
０
２

５
年
８
月
か
ら
２６
年
７
月
末
ま
で
の
１
年
間
の
暫
定
的
な
措
置
と
な
る
。
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物
価
や
賃
金
の
上
昇
に
よ

り
、
医
療
機
関
の
経
営
は
厳

し
く
、
地
域
医
療
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

　

経
費
の
増
加
や
減
収
が
経

営
を
圧
迫
し
、
税
対
経
営
部

の
会
員
調
査
で
は
、
昨
年
・

一
昨
年
の
年
間
比
較
で
減
収

と
な
っ
た
先
生
は
８
割
に
及

ん
だ
。
ま
た
、
全
国
保
険
医

団
体
連
合
会
に
よ
る
全
国
調

査
で
は
、
回
答
し
た
医
師
・

歯
科
医
師
の
６
割
超
が
診
療

報
酬
改
定
前
の
２４
年
１
月
よ

り
減
収
、
９
割
超
が
改
定
に

よ
り
光
熱
費
等
の
経
費
を
補

填
で
き
て
い
な
い
と
し
た
。

さ
ら
に
、
６
病
院
団
体
の
合

同
調
査
で
は
、
病
床
利
用
率

は
改
定
前
よ
り
上
昇
し
た

が
、
医
業
利
益
率
・
経
常
利

益
率
と
も
に
悪
化
、
７
割
近

く
で
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

対
策
と
し
て
、
国
は
２４
年

度
の
補
正
予
算
で
８
２
８
億

円
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、

重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
活

用
を
自
治
体
に
推
奨
。
当
協

会
に
お
い
て
も
同
交
付
金
の

活
用
を
県
内
自
治
体
に
要
望

し
、
神
奈
川
県
で
は
県
内
医

療
機
関
向
け
に
「
生
産
性
向

上
・
職
場
環
境
整
備
等
支
援

事
業
」
と
「
物
価
高
騰
支
援

金
」
を
は
じ
め
と
す
る
支
援

策
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
対
策
を
講
じ
た
こ
と
は

評
価
で
き
る
が
、
十
分
な
補

填
と
は
言
い
難
く
、
迅
速
性

の
観
点
か
ら
も
期
中
改
定
を

実
施
す
る
な
ど
更
な
る
財
政

措
置
が
必
要
だ
。

　

県
の
生
産
性
向
上
・
職
場

環
境
整
備
等
支
援
事
業
は
、

医
療
機
関
の
人
材
確
保
を
図

る
た
め
の
取
り
組
み
を
支
援

す
る
も
の
だ
。
対
象
は
診
療

報
酬
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
の
施
設
基
準
を
３
月
末
ま

で
に
届
け
出
た
医
療
機
関
に

限
ら
れ
る
も
の
の
、
県
へ
の

申
請
に
よ
り
、
当
該
報
酬
に

加
え
た
賃
金
改
善
の
実
施
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
・
タ
ス

ク
シ
フ
ト
等
に
よ
る
業
務
効

率
化
の
経
費
相
当
分
と
し

て
、
無
床
診
療
所
は
１８
万
円

／
施
設
、
病
院
・
有
床
診
療

所
は
原
則
、
４
万
円
／
許
可

病
床
数
の
給
付
が
受
け
ら
れ

る
。
医
療
機
関
向
け
の
物
価

高
騰
支
援
金
は
、
昨
年
８
月

以
前
に
保
険
医
療
機
関
指
定

を
受
け
本
年
３
月
末
ま
で
運

営
し
て
い
た
先
生
に
限
ら
れ

る
が
、
支
援
額
は
無
床
診
療

所
４
・
８
万
円
／
施
設
、
病

院
は
２
・
２
～
２
・
４
万
円

／
床
、
有
床
診
療
所
は
３
床

以
上
で
２
・
２
万
円
／
床
、

２
床
以
下
は
５
・
２
～
５
・

６
万
円
／
施
設
で
、
申
請
期

限
は
７
月
末
ま
で
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
融
資
制

度
で
は
あ
る
が
、
物
価
高
騰

等
の
影
響
に
よ
る
資
金
繰
り

支
援
に
、
独
立
行
政
法
人
福

祉
医
療
機
構
が
行
う
「
医
療

貸
付
物
価
高
騰
対
応
資
金
」

な
ど
も
あ
る
。

　

該
当
の
先
生
は
期
日
ま
で

の
申
請
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て

い
た
だ
き
、
医
院
経
営
に
役

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。
協

会
は
引
き
続
き
、
診
療
報
酬

の
大
幅
な
引
き
上
げ
お
よ
び

医
療
機
関
へ
の
補
助
金
・
支

援
金
の
拡
充
を
求
め
、
開
業

保
険
医
の
経
営
を
守
る
運
動

を
継
続
し
て
い
く
。

診
療
継
続
に
支
援
金
・

補
助
金
の
積
極
的
な
活
用
を

　
歯
科
研
究
部
は
３
月
６
日
、

歯
科
臨
床
研
究
会
「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
・
イ
ン
レ
ー
、
エ
ン

ド
ク
ラ
ウ
ン
の
臨
床
」を
開
催
。

講
師
は
坪
田
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ

ッ
ク
院
長
・
坪
田
有
史
氏
が
務

め
、
１
８
５
名
が
参
加
し
た
。

１
．
歯
科
接
着
の
効
果

　

歯
科
接
着
は
、
最
小
限
の
侵

襲
に
よ
る
治
療
が
可
能
と
な

り
、
健
全
歯
質
の
保
存
や
歯
髄

保
存
の
可
能
性
が
高
く
な
る
。

特
に
間
接
法
に
よ
る
歯
冠
修
復

に
お
い
て
、
修
復
物
の
脱
離
・

脱
落
へ
の
対
策
、
歯
の
延
命
や

疾
病
予
防
に
繋
が
る
多
く
の
効

果
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在

の
臨
床
で
歯
科
接
着
を
活
用
す

る
こ
と
は
必
然
と
い
え
る
。

２
．
間
接
法
に
よ
る
接
着

　

間
接
法
で
製
作
し
た
修
復
物

を
レ
ジ
ン
セ
メ
ン
ト
で
接
着
す

る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
主
な

メ
リ
ッ
ト
は
、「
高
い
接
着
力
」
、

「
辺
縁
封
鎖
性
の
向
上
」
、
「
脆

性
材
料
の
補
強
効
果
」
で
あ
る
。

　

修
復
物
の
装
着
で
の
接
着

は
、
レ
ジ
ン
セ
メ
ン
ト
に
対
し

て
支
台
歯
と
修
復
物
サ
イ
ド
の

２
つ
の
接
着
面
、
そ
し
て
セ
メ

ン
ト
自
体
の
物
性
に
影
響
さ
れ

る
。

　

支
台
歯
サ
イ
ド
の
接
着
面

は
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
エ
ナ
メ

ル
質
、
象
牙
質
、
金
属
、
コ
ン

ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
、
他
方
、
修

復
物
サ
イ
ド
は
、
金
属
、
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
系
、
レ
ジ
ン
系
が
あ

る
。
レ
ジ
ン
系
は
、　

Ｃ
Ａ
Ｄ

各
支
部
総
会
の
ご
案
内

各
支
部
総
会
の
ご
案
内

横
浜
支
部

横
浜
支
部

①
５
月
１４
日
（
水
）

午
後
７
時
３０
分
～

②
協
会
会
議
室
（
記
念
講
演

は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

［
定
員
］
５０
名
（
会
場
参
加
）

◇
記
念
講
演午

後
８
時
００
分
～

「Think globally, Act 
locally

の
実
践

：

外
国
人

介
護
人
財
の
地
位
向
上
に

向
け
た
医
療
法
人
裕
徳
会

の
取
り
組
み
」

講
師

：

医
療
法
人
裕
徳
会

港
南
台
病
院

院
長

大
塚
　
裕
一
氏

相
模
原
支
部

相
模
原
支
部

①
５
月
１４
日
（
水
）

午
後
７
時
５０
分
～

②
ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ
ザ
さ
が
み

は
ら

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル

ー
ム
４
（
記
念
講
演
は
Ｗ

Ｅ
Ｂ
併
用
）

［
定
員
］
２０
名
（
会
場
参
加
）

◇
記
念
講
演午

後
８
時
１５
分
～

「
憲
政
の
父
・
尾
崎
行
雄

（
咢
堂
）
の
生
涯
」

講
師

：

尾
崎
行
雄
を
全
国

に
発
信
す
る
会

事
務
局
長

大
橋
　
孝
夫
氏

県
央
支
部

県
央
支
部

①
５
月
１４
日
（
水
）

午
後
８
時
１０
分
～

②
海
老
名
市
文
化
会
館

　

３
５
３
多
目
的
室

◇
記
念
講
演

６
月
１７
日（
火
）

午
後
７
時
３０
分
～

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信
の
み
）

「
医
療
機
関
に
お
け
る
カ
ス

ハ
ラ
対
応
に
つ
い
て
（
仮
）」

講
師

：

馬
車
道
法
律
事
務
所

弁
護
士

小
賀
坂
　
徹
氏

湘
南
支
部

湘
南
支
部

①
５
月
２０
日
（
火
）

午
後
７
時
１５
分
～

②
藤
沢
商
工
会
館

ミ
ナ
パ

ー
ク
５
０
３
会
議
室

［
定
員
］
３０
名

◇
記
念
講
演午

後
７
時
３０
分
～

「
日
々
の
外
来
診
療
か
ら
考

え
た
、
ど
こ
に
も
忖
度
し
な

い
糖
尿
病
の
話
」

講
師

：

さ
わ
内
科
糖
尿
病

ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
　

沢
　
丞
氏

横
須
賀
支
部

横
須
賀
支
部

①
５
月
２０
日
（
火
）

午
後
７
時
２０
分
～

②
横
須
賀
市
産
業
交
流
プ

ラ
ザ

第
２
研
修
室

　

（
記
念
講
演
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

［
定
員
］
２０
名
（
会
場
参
加
）

◇
記
念
講
演午

後
７
時
３０
分
～

「
世
界
に
挑
戦
す
る
日
本
の

内
視
鏡
Ａ
Ｉ
」

講
師

：

株
式
会
社
Ａ
Ｉ
メ

デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

Ｃ
Ｅ
Ｏ

多
田
　
智
裕
氏

川
崎
支
部

川
崎
支
部

①
５
月
２６
日
（
月
）

午
後
７
時
００
分
～

②
川
崎
市
医
師
会
館
３
階

「
ホ
ー
ル
」

［
定
員
］
５０
名

◇
記
念
講
演午

後
７
時
３０
分
～

「
や
さ
し
く
学
ぶ
、

こ
こ
ろ
の
漢
方
」

か
え
る
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

陶
山
　
亨
氏

鎌
倉
支
部

鎌
倉
支
部

①
５
月
３０
日
（
金
）

午
後
７
時
００
分
～

②
大
船
学
習
セ
ン
タ
ー

第

２
集
会
室
（
記
念
講
演
は

Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）

［
定
員
］
１２
名
（
会
場
参
加
）

◇
記
念
講
演午

後
７
時
３０
分
～

「
心
と
身
体
を
動
か
そ
う
！

フ
レ
イ
ル
予
防
体
操
再
び

～
お
家
で
も
出
来
る

リ
ハ
ビ
リ
運
動
～
」

講
師

：

介
護
老
人
保
健

施
設
ス
カ
イ

理
学
療
法
士

酒
井
　
康
友
氏

＊
２
０
２
４
年
度
活
動
報
告

案
、
２５
年
度
活
動
方
針
案
等

を
主
な
議
題
と
し
て
お
り

ま
す
（
お
問
合
せ

：

各
支

部

℡

０
４
５
‐
３
１
３
‐

２
１
１
１
）
。

＊
議
事
は
会
員
の
み
対
象
で

す
。
記
念
講
演
は
医
療
機
関

ス
タ
ッ
フ
、
ご
家
族
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

＊
表
記
の
見
方

　

①
開
催
日
時
、
②
会
場

講師の坪田氏

歯科臨床研究会

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
・
イ
ン
レ
ー
、

エ
ン
ド
ク
ラ
ウ
ン
の
臨
床

坪
田　

有
史
氏

事
後
抄
録

事
後
抄
録

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
・
イ
ン
レ
ー
で
使

用
さ
れ
る
各
種
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
冠
用
材
料
、
２
０
２
３
年
１２

月
に
期
中
収
載
さ
れ
た
Ｐ
Ｅ
Ｅ

Ｋ
材
な
ど
、
接
着
の
対
象
は
多

種
多
様
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
材

料
の
接
着
面
へ
の
対
応
は
、
使

用
材
料
の
メ
ー
カ
ー
指
示
を
確

実
に
遵
守
す
る
。

３
．
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
用
材

料
の
接
着

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
用
材
料

は
、
レ
ジ
ン
に
よ
る
マ
ト
リ
ッ

ク
ス
と
多
量
の
フ
ィ
ラ
ー
か
ら

構
成
さ
れ
、
レ
ジ
ン
成
分
は
高

度
に
重
合
し
て
い
る
た
め
、
未

反
応
モ
ノ
マ
ー
は
ほ
と
ん
ど
な

腰
痛

：何
が
困
っ
て
い
る
の
か

木
村　

竜
一
氏

　
研
究
部
は
３
月
１５
日
、
臨
床

懇
話
会
「
腰
痛

：

何
が
困
っ

て
い
る
の
か
」
を
開
催
。
講
師

は
よ
つ
ば
整
形
外
科
院
長
・
木

村
竜
一
氏
が
務
め
、
６３
名
が
参

加
し
た
。

　

整
形
外
科
的
な
腰
痛
の
診
方

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
問
診
の

聴
取
、
理
学
的
所
見
、
検
査
所

見
、
治
療
と
い
う
の
が
一
般
の

診
療
の
手
順
で
あ
る
。
し
か
し

疾
病
の
性
質
上
、
こ
の
よ
う
な

画
一
的
な
手
順
で
患
者
に
適
し

満
足
を
得
ら
れ
る
診
療
は
で
き

な
い
。
腰
が
痛
い
か
ら
来
院
し

た
。
ど
う
し
て
ほ
し
い
の
か
。

仕
事
が
で
き
な
い
か
ら
早
く
で

き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
の

か
。
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
が
あ
る

か
ら
出
場
し
た
い
が
、
除
痛
し

て
出
場
す
る
こ
と
に
よ
る
デ
メ

リ
ッ
ト
と
ど
ち
ら
を
優
先
す
る

の
か
。
こ
の
腰
痛
が
改
善
で
き

な
か
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
を

考
え
る
よ
う
に
す
る
。
次
に
腰

痛
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
じ
て

く
、
接
着
は
簡
単
で
は
な
い
。

臨
床
で
は
、
試
適
、
調
整
、
研

磨
後
、
接
着
直
前
に
ア
ル
ミ
ナ

ブ
ラ
ス
ト
処
理
、
ス
チ
ー
ム
ク

リ
ー
ナ
ー
に
よ
る
洗
浄
、
エ
ア

乾
燥
、
そ
の
後
各
メ
ー
カ
ー
指

示
の
前
処
理
を
行
っ
た
の
ち
に

レ
ジ
ン
セ
メ
ン
ト
で
接
着
し
、

硬
化
さ
せ
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｅ
Ｅ

Ｋ
冠
の
被
着
面
は
シ
ラ
ン
処
理

説
明
し
た
。
腰
痛
は
症
状
で
あ

り
疾
病
で
は
な
い
た
め
、
エ
ビ

デ
ン
ス
、
推
奨
度
は
あ
ま
り
参

考
に
な
ら
な
い
。
ど
う
い
っ
た

病
態
が
痛
み
の
原
因
と
な
り
、

だ
か
ら
ど
う
し
た
ほ
う
が
い
い

か
を
考
え
た
ほ
う
が
い
い
。
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
こ
の
よ
う

な
検
査
、
薬
が
あ
る
と
い
っ
た

紹
介
以
上
の
こ
と
を
求
め
な
い

方
が
い
い
。

　

日
常
診
療
で
骨
粗
鬆
症
に
伴

う
圧
迫
骨
折
は
多
い
。
ど
う
し

た
ら
早
期
診
断
、
早
期
治
療
が

で
き
る
の
か
。
潰
れ
た
圧
迫
骨

折
は
も
と
に
戻
ら
な
い
。
後
弯

変
形
が
残
存
し
た
患
者
は
あ
ら

ゆ
る
部
位
に
痛
み
が
出
現
す

る
。
肩
は
上
が
ら
な
い
、
逆
流

性
食
道
炎
に
な
る
。
息
が
吸
え

な
い
。
咳
を
し
て
も
痰
は
出
せ

な
い
か
ら
肺
炎
に
な
り
や
す

い
。
自
分
で
患
者
の
気
持
ち
に

な
り
実
演
す
る
こ
と
に
よ
り
理

解
が
深
ま
る
。
前
屈
に
な
る
と

講師の木村氏

下
肢
症
状
が
出
な
い
程
度
の
腰

部
脊
柱
管
狭
窄
症
は
思
い
っ
き

り
前
屈
し
杖
を
使
え
ば
腰
痛
も

軽
く
生
活
で
き
る
。
椎
間
板
ヘ

ル
ニ
ア
で
手
術
を
し
て
も
ら
え

な
か
っ
た
患
者
の
疼
痛
、
麻
痺

に
装
具
な
ど
で
対
応
す
る
。
さ

ら
に
屋
内
レ
ベ
ル
の
移
動
し
か

が
効
か
な
い
た
め
、
接
着
さ
せ

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
修
復
物
被
着
面
の

接
着
は
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
上
に
窩
洞
や
支
台
歯
へ
の
接

着
が
歯
の
延
命
の
た
め
に
最
重

要
と
考
え
、
被
着
面
の
清
掃
や

プ
ラ
イ
マ
ー
ボ
ン
ド
な
ど
に
よ

る
前
処
理
を
確
実
に
行
う
必
要

が
あ
る
。

で
き
な
く
な
っ
た
患
者
の
生
活

に
労
災
の
後
遺
症
の
年
金
が
使

え
る
の
か
、
国
民
年
金
、
厚
生

年
金
の
障
害
年
金
を
使
っ
た
方

が
い
い
の
か
。
腰
椎
分
離
症
は

疲
労
骨
折
が
起
き
る
前
に
Ｍ
Ｒ

Ｉ
で
診
断
し
な
い
と
ミ
ゼ
ラ
ブ

ル
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
現
在

の
都
市
部
で
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
初

診
で
患
者
さ
ん
が
来
院
し
た
日

に
予
約
で
き
る
こ
と
が
多
い
。

だ
か
ら
診
断
が
つ
き
に
く
い
変

形
が
な
い
圧
迫
骨
折
、
分
離
症

等
を
当
日
に
診
断
し
治
療
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

臨床懇話会

医

療

費

相

談

室

◇
次
回
相
談
日

５
月
２１
日
（
水
）
午
後
２
時
～
５
時

℡

０
４
５
‐
３
１
３
‐
２
２
２
５

【
注
意
事
項
】通
話
料
は
相
談
者
の
ご
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
事
前
予
約
も
可
能
で
す
。
協
会
・
地
域
医
療
対
策
部

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
℡

０
４
５
‐
３
１
３
‐
２

１
１
１
）。
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神
奈
川
県
保
険
医
協
会

と　き　 2025年6月15日(2025年6月15日(日日)  開場：午後1時)  開場：午後1時

ところ　 横浜ベイシェラトンホテル＆横浜ベイシェラトンホテル＆
タワーズ5階 ｢日輪｣タワーズ5階 ｢日輪｣ 第第

７０７０
回
定
時
総
会
の
ご
案
内

回
定
時
総
会
の
ご
案
内

「開業医・協会業務等への「開業医・協会業務等への

生成AIの活用について」生成AIの活用について」
　ChatGPT登場以降、急速に注目を集める生成AI。医療現場でも活用が始まりつつありまChatGPT登場以降、急速に注目を集める生成AI。医療現場でも活用が始まりつつありま

す。「生成AIとは何か?」、「明日からどう使えるのか?」、「気をつけるべきことは?」、「実際す。「生成AIとは何か?」、「明日からどう使えるのか?」、「気をつけるべきことは?」、「実際

に医療現場でどのように利用され始めているのか?」を、臨床医とシステム開発者の視点かに医療現場でどのように利用され始めているのか?」を、臨床医とシステム開発者の視点か

ら具体例を交えつつ、わかりやすくご紹介します。ら具体例を交えつつ、わかりやすくご紹介します。

記念講演記念講演 午後1時30分～

特 賞特 賞
（1本）（1本）

PanasonicPanasonic 宅配ボックス 宅配ボックス
COMBO ミドルタイプCOMBO ミドルタイプ

前出し右開き 鋳鉄ブラック前出し右開き 鋳鉄ブラック

　荷物の配達・取り出しを簡単に―。電　荷物の配達・取り出しを簡単に―。電

気工事要らずで手軽に後付けが可能。受気工事要らずで手軽に後付けが可能。受

け取りの押印もCOMBOが代行します。け取りの押印もCOMBOが代行します。
（印鑑は別途必要）

2等B賞2等B賞（3本）（3本）

NIPLUX
ヘッドマッサージャー

1等B賞1等B賞（1本）（1本）

Dyson Supersonic Origin
ヘアドライヤー

2等A賞2等A賞（3本）（3本）

MYTREX
ナノバブルシャワーヘッド

THE PREMIUM GIFT JTB
ありがとうプレミアム

「JTJ」コース

1等A賞1等A賞（1本）（1本）

3等C賞3等C賞（5本）（5本）

ELECOM マグカップ型
クッキンングポット

3等B賞3等B賞（5本）（5本）

カタログギフト
テイク・ユア・チョイス「リリー」コース

3等A賞3等A賞（5本）（5本）

MYTREX
ハンディガン

記念品記念品

カタログギフト
テイク・ユア・チョイス「アマリリス」コース

残念賞残念賞

アンリ・シャルパンティエ
プティ・ガトー・アソルティ

参加して当てよう！福引賞品参加して当てよう！福引賞品　　　　賞品は総計39本。さらに80本の残念賞をプラス賞品は総計39本。さらに80本の残念賞をプラス

　日常生活を豊かにしてくれる賞品を準備しました。残念賞も80本用意して　日常生活を豊かにしてくれる賞品を準備しました。残念賞も80本用意して
います。なお、抽選資格を得るには総会議事へのご出席が必要ですので、予めいます。なお、抽選資格を得るには総会議事へのご出席が必要ですので、予め
ご了承ください。ご了承ください。

総会議事総会議事等等 午後3時10分～

《次第》《次第》議事議事※※、功労者ならびに長寿会員表彰式、研究会精勤証の授与式、福引会、功労者ならびに長寿会員表彰式、研究会精勤証の授与式、福引会（＊賞品は（＊賞品は下記下記ご参照ください）ご参照ください）

 1. 2024年度活動報告の承認を求める件1. 2024年度活動報告の承認を求める件

4. 2025年度予算案の件4. 2025年度予算案の件

※※ …… 2. 2025年度活動方針案の件2. 2025年度活動方針案の件

5. 第32期役員選出の件5. 第32期役員選出の件

3. 2023年度決算の承認を求める件3. 2023年度決算の承認を求める件

6. 決議･スローガン採択の件6. 決議･スローガン採択の件

▽発熱症状等がある場合はご参加をご遠慮ください。▽記念講演は、WEB配信も行います。議事に▽発熱症状等がある場合はご参加をご遠慮ください。▽記念講演は、WEB配信も行います。議事に
出席されず記念講演のみご視聴される先生におかれましては、委任状の提出にご協力お願いいたし出席されず記念講演のみご視聴される先生におかれましては、委任状の提出にご協力お願いいたし
ます。▽総会議事・表彰式・授与式・福引会・懇親会の参加対象は会員限定です。▽総会議事はます。▽総会議事・表彰式・授与式・福引会・懇親会の参加対象は会員限定です。▽総会議事は
WEB出席できませんのでご了承ください。▽総会成立定数は委任状を含む会員の十分の一以上となWEB出席できませんのでご了承ください。▽総会成立定数は委任状を含む会員の十分の一以上とな
っています。ご出席される先生は準備の都合がございますので必ずお知らせください。また、ご出っています。ご出席される先生は準備の都合がございますので必ずお知らせください。また、ご出
席されない先生はお手数ではありますが、5月下旬頃に往復はがきにてお送りいたします委任状にご席されない先生はお手数ではありますが、5月下旬頃に往復はがきにてお送りいたします委任状にご
記入・ご捺印の上、ご返送くださいますようよろしくお願いいたします。記入・ご捺印の上、ご返送くださいますようよろしくお願いいたします。

第第70回定時総会・記念講演70回定時総会・記念講演
WEB視聴〈要事前申込み〉WEB視聴〈要事前申込み〉

下記QRコード、もしくは協会下記QRコード、もしくは協会
HPからお申込みください。HPからお申込みください。

懇 親 会懇 親 会 午後6時～7時30分  ※会費：5,000円（当日支払）

プロフィール：2019年東北大学にて学士（医学）、2022年Universityプロフィール：2019年東北大学にて学士（医学）、2022年University ofof St.Andrewsにて修士（デジSt.Andrewsにて修士（デジ
タルヘルス）を取得。2023年に京都大学眼科学教室に入局、2024年から京都大学眼科研究協力員、タルヘルス）を取得。2023年に京都大学眼科学教室に入局、2024年から京都大学眼科研究協力員、
大阪市立総合医療センター眼科後期研修医。川崎市麻生区百合丘で幼少期を過ごす。大阪市立総合医療センター眼科後期研修医。川崎市麻生区百合丘で幼少期を過ごす。

京都大学医学部附属病院 眼科学教室 京都大学医学部附属病院 眼科学教室  佐佐
さ どさ ど

渡渡 恵恵
け い なけ い な

奈奈氏氏

フィッティングクラウド（株）フィッティングクラウド（株）
代表取締役 （CocktailAI 共同開発）代表取締役 （CocktailAI 共同開発）    岡岡

お か も とお か も と

本本 和和
か ず やか ず や

也也氏氏
プロフィール：2009年、京都大学にて博士（情報学）取得後、特定研究員となる。同年、特定助教プロフィール：2009年、京都大学にて博士（情報学）取得後、特定研究員となる。同年、特定助教
に就任し、2013年より講師、医療情報企画部副部長。2017年より准教授。2021年京都大学を退職。に就任し、2013年より講師、医療情報企画部副部長。2017年より准教授。2021年京都大学を退職。
同年フィッティングクラウド株式会社に入社。2023年より代表取締役。同年フィッティングクラウド株式会社に入社。2023年より代表取締役。
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2024年度診療報酬改定、
5月31日で経過措置が終了する要件にご注意を！

　医療機関で院内掲示が義務付けられている下記の事項について、2024年

度診療報酬改定において、原則として医療機関のホームページにも掲載す

ることが義務付けられた。2025年5月31日までは掲載がなくとも差し支え

ない経過措置期間となっていたが、6月1日以降は掲載が必要となる。なお、

自ら管理するホームページ等を持たない医療機関については、対応する必要はない。

　1.地方厚生局長への届出事項に関する事項（届け出ている施設基準）

　2.明細書の発行状況に関する事項

　3.保険外負担に関する事項（保険外併用療養に関する負担も含む）

　以下、4・5については入院医療機関のみ

　4.入院基本料に関する事項（看護要員の対患者割合、看護要員の構成）

　5.（DPC算定病院の場合）DPC対象病院であること

　また、下記の点数については、院内掲示と同内容の事項を医療機関のホ

ームページにも掲載することが求められており、こちらも5月31日で経過

措置期間が終了する。

<基本診療料>

医療情報取得加算、医療DX推進体制整備加算、地域包括診療加算

<特掲診療料>

　がん性疼痛緩和指導管理料、院内トリアージ実施料、地域包括診療料、

小児かかりつけ診療料、外来腫瘍化学療法診療料、ハイリスク妊産婦共同

管理料（Ⅰ）・ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅱ）、介護保険施設等連携往

診加算、在宅医療DX情報活用加算、訪問看護医療DX情報活用加算、在宅

医療情報連携加算、コンタクトレンズ検査料、外来後発医薬品使用体制加算、

一般名処方加算

<入院料>

　後発医薬品使用体制加算、バイオ後続品使用体制加算、協力対象施設入

所者入院加算

　その他5月31日までの経過措置の点数については、厚労省が4月25日に発

出した事務連絡「令和6年度診療報酬改定において経過措置を設けた施設基

準の取り扱いについて」を参照いただきたい。

　2024年度改定において、在宅療養支援病院の施設基準に「当該病院に

おいて、当該病院の管理栄養士により、医師が栄養管理の必要性を認め

た患者に対して訪問栄養食事指導を行うことが可能な体制を有している

こと」が追加された。

経過措置期間が設けられていたが、5月31日で終了するため、6月1日

からは当該病院の管理栄養士による訪問栄養食事指導を行える体制が必

須となる。この変更にあたり届出の出し直しは不要だが、要件が満たせ

ない場合、施設基準を満たせず辞退届の提出が必要となるため、ご注意

いただきたい。

　なお、在宅療養支援診療所にも「当該診療所の管理栄養士又は当該診

療所以外（公益社団法人日本栄養士会若しくは都道府県栄養士会が設置

し、運営する「栄養ケア・ステーション」又は他の保険医療機関に限る）

の管理栄養士との連携により、医師が栄養管理の必要性を認めた患者に

対して訪問栄養食事指導を行うことが可能な体制を整備することが望ま

しい」規定が存在するが、こちらは「望ましい」規定なので、現時点で

管理栄養士の配置がなくとも届出を辞退する必要はない。

在宅療養支援病院は

管理栄養士の配置が必須に

　2024年度改定で、入院料の算定要件に、①意思決定支援に関する指針

の策定（小児特定集中治療室管理料等特定の入院料を算定する病棟又は病

室のみを有する医療機関を除く）、②身体拘束最小化の体制整備が追加さ

れている。2024年3月31日までに入院料の届出を行っている病棟又は病室

については、2025年5月31日までは当該基準を満たすものとみなされてい

た。6月1日からは必須となるのでご注意いただきたい。

入院医療機関は意思決定支援の指針

作成＆身体拘束の最小化を

届け出た施設基準等の

自院ホームページへの掲載

●制度の詳細はパンフレット、協会HPをご覧ください。

●資料請求はお電話または右の二次元コードからも可能です。

神奈川県保険医協会 共済部

045-313-2111
お問合せ・

資料請求

ホームページ

（共済制度）

先の見えない時代だからこそ安心できる、保険医協会の制度を利用しませんか︖

確実な老後資金の準備や
資産運用の堅実枠は保険医年金！

NISA?

定期預金?

投資?

FX?
暗号通貨?

申込み締切申込み締切：6：6月月1515日 日 （9（9月月11日加入日加入））

休業保障保険
＜病気やケガによる休業時の保障＞＜病気やケガによる休業時の保障＞

加入できるのは59歳※まで！
若いうちに入るほど保険料もお得です！
60歳以上の方は「所得補償保険」をご検討ください。

※加入日時点6カ月以上は切り上げ

入れるうちに入れるうちに
休業保障！休業保障！

入会したら入会したら
休業保障！休業保障！

申込み締切申込み締切：5：5月月2525日 日 （8（8月月11日加入日加入））

締切迫る！共済制度のご案内

保険医年金

※普及期間中は大樹生命・富国生命・明治安田生命・第一生命の内、研修を受けた選抜職員がご案内する場合がございます。

　その他、院内掲示義務のある事項については協会ホームペ

ージ「いい医療ドットコム」をご確認いただきたい（右記QR

コード）。
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　相模原支部は2月20日、相模原支部研究会をプロ

ミティふちのべとWEB併用で開催し、14名が参加し

た。講師は、おぐちこどもクリニック・院長の小

口弘毅氏が務め、これまで2,000人の神経発達症児

に携わった経験を基に、「神経発達症のこどもと家

族支援」について講演した。

　氏は、発達支援における家族への支援（助言・

ペアレントトレー二ング）が重要だとした。氏の

行った取組みとして、2005年に子育て支援室（バ

ンビ）、2011年に「障がいのある子どもと家族」のためのレスパイト施設（あ

おぞら共和国;山梨県）の開設等を紹介。今年3月には、自身のクリニック

を閉院するも、支援活動は継続するとした。また近年、ASD（自閉スペク

トラム症）の児童が30人に1人（クラスに1人）程度に増えており、その要

因として診断基準の変化とともに、環境汚染の影響の可能性にも触れた。

最後に、障害の有無に関わらず、「親の心身の健康」と「親子の愛着形成」

の重要性を強調し、親自身のセルフケアを行いながら子どもを抱擁するな

ど、子どもの安心感を育むことが重要とした。

　核戦争防止神奈川県医師の会（反核医

師の会）と協会は4月19日、協会会議室と

WEB併用で平和講演会「被爆者と医師が語

る、核の実相」を共催で開催。WEB・現地

あわせて44名が参加した。

　県原爆被災者の会・会長の丸山進氏は、

「わたしが見たあの日のヒロシマ」と題し、

5歳で被爆した当時を振り返り講演。原爆

投下直後、すさまじい熱風で身体中にガ

ラス片が突き刺さり、痛みに耐えながら家族を探し歩いたが姉の遺体は見つからなかっ

たことなど、苦しい記憶をたどった。また、近年の国際情勢は「非常に危機的な状況」

であり、昨年の被団協のノーベル平和賞受賞は国際社会への警告だと訴えた。

　牛山元美氏（会代表世話人／さがみ生協眼科・内科）は「臨床医から見た原爆及び原

発事故による健康被害」をテーマに、豊富なデータを交え講演。甲状腺検査評価部会（2014

～2015）では被爆地区に近い人ほど、10万人あたり患者数で悪性ないし悪性疑い者が多

く出たにも関わらず、「恣意的な分類変更で“原発事故による被ばくと関連なし”と結論

付けられた」と指弾した。講演会の様子は翌20日の神奈川新聞で報道された。

活動報告活動報告quick reports

講師の小口氏講師の丸山氏 講師の牛山氏

　歯科保険診療対策部は3月28日、ユニコムプラ

ザさがみはらセミナールームで、昨年6月の診療

報酬改定で旧「か強診」（かかりつけ歯科医機能

強化型歯科診療所）から移行した「口管強」（口

腔管理体制強化加算）の算定に必要な点数、施設

基準等を解説する歯科保険診療懇談会・相模原会

場を開催。講師は協会理事の吉田浩氏が務め、当

日は10医療機関15名が参加した。

　口管強は患者の口腔内を長期・継続的に管理す

る医療機関が算定できる点数で、施設基準の届出により所定の管理料（根

面う蝕管理料〈根C管〉、エナメル質初期う蝕管理料〈Ce管〉など）への

加算点数が算定でき、SPT（歯周病安定期治療）やフッ化物歯面塗布処

置（F局）などの算定回数が増えるなどの特例がある。吉田氏は、口管

強の届出に必要な器材や治療実績、治療の一連の流れなどを説明。届出

後もSPTやCe管、根C管など所定の点数の算定実績は維持する必要がある

と強調した。また、2024年3月末時点で旧か強診の既届出医療機関は口

管強の届出済とみなす経過措置が5月末までに迫る中、要件充足に必要

な施設基準研修会を協会で開催することに触れつつ、継続して算定する

ための届出を行うよう促した。

講師の吉田理事

相模原支部研究会相模原支部研究会

20年の経験から伝えたい20年の経験から伝えたい

心身の健康と愛着形成の重要性心身の健康と愛着形成の重要性

平和講演会　反核医師の会平和講演会　反核医師の会

被爆者と医師が語る、平和への願い被爆者と医師が語る、平和への願い

歯科保険診療懇談会・相模原歯科保険診療懇談会・相模原

「口管強」「口管強」継続には届出必須継続には届出必須
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４
月
２３
日
に
中
医
協
総
会
が

開
催
さ
れ
、
６
月
１
日
付
で
の

歯
科
用
貴
金
属
価
格
随
時
改
定

が
承
認
さ
れ
た
。
歯
科
鋳
造
用

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
（
金
１２

％
以
上
Ｊ
Ｉ
Ｓ
適
合
品
）
に
つ

い
て
は
２
・
１
％
の
引
き
上
げ

で
、
具
体
的
に
は
３
千
２
３
０

円
／
ｇ
か
ら
３
千
２
９
９
円
／

ｇ
（
３０
ｇ
換
算
９
万
６
千
９
０

０
円
か
ら
９
万
８
千
９
７
０

円
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
（
前
々
回
１２
月
随
時
改

定
は
引
き
下
げ
、
前
回
３
月
随

時
改
定
は
引
き
上
げ
）
。
な
お
、

銀
合
金
・
歯
科
鋳
造
用
１４
カ
ラ

ッ
ト
金
合
金
等
も
引
き
上
が
る

（
左
表
）
。
今
回
の
随
時
改
定
に

　

告
示
価
格
変
更
内
容
に
つ
い

て
は
、
左
表
を
参
照
い
た
だ
き

た
い
。
な
お
、
今
回
随
時
改
定

に
伴
う
歯
冠
修
復
・
欠
損
補
綴

の
関
連
点
数
改
定
の
詳
細
は
今

後
掲
載
す
る
予
定
。

つ
い
て
は
、
今
年
１
月
～
３
月

の
素
材
価
格
を
参
照
と
し
た
も

の
に
な
っ
て
い
る
。

名称
2025年3月
随時改定

告示価格（円/ｇ）

2025年6月
随時改定

告示価格（円/ｇ）

歯科鋳造用14カラット金合金
インレー用（JIS適合品） 11,136 11,763

歯科鋳造用14カラット金合金 
鉤用（JIS適合品） 9,827 10,454

歯科用14カラット金合金鉤用
線（金58.33％以上） 9,922 10,549

歯科用14カラット合金用
金ろう（JIS適合品） 9,911 10,538

歯科鋳造用金銀パラジウム合金
（金12％以上JIS適合品）

3,230 3,299

歯科用金銀パラジウム合金ろう
（金15％以上JIS適合品） 4,785 4,901

歯科鋳造用銀合金第1種
（銀60％以上インジウム5％未満JIS適合品）

185 187

歯科鋳造用銀合金第2種
（銀60％以上インジウム5％以上JIS適合品）

210 212

歯科用銀ろう（JIS適合品） 249 250

2025年6月1日の随時改定で告示価格が変更される品目

第第40回 保団連医療研究フォーラム＠佐賀 40回 保団連医療研究フォーラム＠佐賀 「地域連携で病を治す」～がばいよかばい佐賀に来んさい～「地域連携で病を治す」～がばいよかばい佐賀に来んさい～

◆資料請求は協会・学術部まで◆資料請求は協会・学術部まで（（    ℡  ℡  045‐313‐2111）045‐313‐2111）。。 主催：全国保険医団体連合会 主催：全国保険医団体連合会

応募締切：7月1日（火）

分科会・ポスターセッション分科会・ポスターセッション

演題募集演題募集
11月23日（日・祝）～24日（月・振替）
会　場 佐賀県・SAGAアリーナ
　　　　〒849-0923 佐賀県佐賀市日の出2-1-10
　　　　現地とオンラインによるハイブリッド開催
参加費 医師・歯科医師：【現地】8,000円【オンライン】4,000円

　　　　 コ・メディカル  ：【現地】      500円  【オンライン】無料

11月24日（月・振替）のスケジュール
※ 分科会の演題発表・ポスターセッション・質疑は

現地のみで行うため、発表者は現地参加が必要です。

ポスターセッション【質疑5分、15演題予定】

テーマ ①在宅医療・介護                ②医科診療の研究と工夫

③歯科診療の研究と工夫     ④医科歯科連携した研究と日常診療の工夫

⑤災害、公害、環境、職業病   ⑥医学史・医療運動史・医療と裁判

分科会（6テーマ）【各発表8分+ 質疑4分、各分科会15演題予定】
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5月15日(木)午後7時～

Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
第
４０
回
研
究
会

　

フ
レ
イ
ル
や
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
お
け
る
、

口
腔
機
能
の
維
持
の
重
要
性
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
特

に
、
歯
周
病
予
防
や
摂
食
嚥
下
機
能
の
低
下
を
早
期
に
察

知
し
、
適
切
な
ケ
ア
を
行
う
こ
と
が
、
健
康
寿
命
の
延
伸

と
生
活
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
最
新
の
知
見
と

と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
口
か
ら
支
え
る
健
康
寿
命
」

講
　
師
　
神
奈
川
歯
科
大
学

全
身
管
理
歯
科
学
講
座

障
害
者
歯
科
分
野

教
授

小
松　

知
子
氏

参
加
対
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療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
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可
）

参
加
方
法
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れ
か

①
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会
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議
室
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Ｂ
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加

：

下
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も
し
く
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協
会
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よ
り
お
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お
申
込
み
　
Ｊ
Ｏ
Ｙ
会

5月28日(水)午後7時30分～ 5月21日(水)午後7時30分～
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こ
れ
ま
で
も
現
物
ま
が
い
商
法
や
高
齢
者
を
狙
っ
た
未

公
開
株
の
投
資
な
ど
、
社
会
問
題
と
な
っ
た
投
資
詐
欺
事

件
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
Ｉ

Ｔ
技
術
を
使
っ
た
新
た
な
手
口
の
投
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詐
欺
が
激
増
し
て

い
ま
す
。
手
口
も
巧
妙
に
な
り
、
被
害
額
も
何
千
万
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も
な
る
も
の
が
多
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発
生
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
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引
で
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相
手
が
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定
で
き
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、
被
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困
難
な
現
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あ
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ま
す
。
本
セ
ミ
ナ
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よ
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ト
ラ
ブ
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巻
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込
ま
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た
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に
、
金
融
取
引
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注

意
点
を
踏
ま
え
て
、
投
資
詐
欺
の
手
口
や
対
処
法
を
お
伝

え
し
ま
す
。
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※
セ
ミ
ナ
ー
後
に
会
員
限
定
で
動
画
公
開
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
が
、
内
容
の
特
性
上
、
６
カ
月
間
の
限
定
公
開

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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過
敏
性
腸
症
候
群
は
、
腹
痛
や
下
痢
や
便
秘
、
便
秘
と

下
痢
の
繰
り
返
し
な
ど
多
様
な
症
状
を
呈
し
ま
す
。
ま
た
、

大
腸
が
ん
や
潰
瘍
性
大
腸
炎
な
ど
の
器
質
的
な
疾
患
の
除

外
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
過
敏
性
腸
症
候
群
の
病
態
や
診

断
、
治
療
、
鑑
別
疾
患
に
つ
い
て
講
演
い
た
し
ま
す
。
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よ
り
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み

お
申
込
み
　
川
崎
支
部

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

5月18日(日)午前9時30分～ 5月17日(土)午後2時30分～

歯
科
・
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定
医
講
習
会
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規
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策
講
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師
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科
保
険
診
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対
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部
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師
団

参
加
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員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
こ
れ
か
ら
新
規
個
別
指
導
を
迎
え
る
方
を
対
象
と
し
た

講
習
会
と
な
り
ま
す
。

※
当
日
、書
籍『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２
０
２
４
年
６
月

版
』を
ご
持
参
く
だ
さ
い（
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
）。
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も
気
を
付
け
た
い

小
児
感
染
症
」

講
　
師
　
藤
沢
市
民
病
院

臨
床
検
査
科

診
療
科
部
長
／

　
　
　
　
感
染
対
策
室
長

清
水　

博
之
氏

実
技

テ
ー
マ
　「
見
直
そ
う
、
手
の
洗
い
方
」

講
　
師
　
大
正
製
薬
株
式
会
社

医
薬
営
業
本
部

　
　
　
　
関
東
営
業
部

長
谷
川　

良
介
氏

講
演
②

テ
ー
マ
　「
最
近
の
感
染
症
の
動
向
と

ワ
ク
チ
ン
を
含
む
そ
の
対
策
」

講
　
師
　
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

国
立
国
際
医
療

セ
ン
タ
ー
副
院
長
／
国
際
感
染
症
セ
ン
タ
ー
長

大
曲　

貴
夫
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
か
③
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
８０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

③
各
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
（
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
等
）

：

お
電
話
よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
１１（
予
防
と
保
健
）」２
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て（
下
記《
重
要
》参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※《
重
要
》神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、日
医
生
涯
教
育
講
座（
Ｃ
Ｃ
）の
単
位

取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、①
性
別
、②
医
籍
登
録
番
号
、③（
医
師
会
会
員
の
場
合

は
）所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す（
２５
年
４
月
よ
り
変
更
）。未

入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、単
位
を
取
得
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、当
会
は
一
切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。な

お
、会
場
参
加
の
場
合
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に
所
定
の
欄
に
ご
記
載
く
だ
さ
い
。

6月5日(木)午後7時～ 5月31日(土)午後6時～

歯

科

臨

床

研

究

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
口
腔
機
能
の
維
持
と

認
知
症
予
防
と
の
関
係
」

講
　
師
　
岩
手
医
科
大
学

歯
学
部

　
　
　
　
教
授

小
林　

琢
也
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
講
師
は
来
場
し
ま
せ
ん
。

※
後
日
の
動
画
配
信
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

臨

床

懇

話

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
妊
娠
・
授
乳
中
の
女
性
の

診
療
に
お
け
る
薬
剤
使
用

の
注
意
点
」

講
　
師
　
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
周
産
期
・
母
性
診
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
主
任
副
セ
ン
タ
ー
長
／
妊
娠
と
薬
情
報
セ
ン
タ
ー
長

村
島　

温
子
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
７１（
流
・
早
産
お
よ
び
満
期

産
）」１
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て（
左
記《
重
要
》参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

5月14日　
～5月27日

５
月
１４
日
（
水
）

横
浜
支
部
幹
事
会
・
総
会
・

記
念
講
演
１９
時
。
相
模
原
支

部
幹
事
会
・
総
会
・
記
念
講

演
１９
時
３０
分
。
学
術
部
会
１９

時
３０
分
。
県
央
支
部
幹
事
会
・

総
会
２０
時
。

５
月
１５
日
（
木
）

Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
研
究
会
１９
時
。
歯

科
保
険
診
療
対
策
部
会
１９

時
。
月
例
研
究
会
１９
時
１５
分
。

５
月
１６
日
（
金
）

公
害
環
境
対
策
部
会
１９
時
。

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。

５
月
１７
日
（
土
）

市
民
公
開
講
座
１４
時
３０
分
。

５
月
１８
日
（
日
）

歯
科
新
規
指
定
医
講
習
会
９

時
３０
分
。

５
月
１９
日
（
月
）

政
策
部
会
１９
時
３０
分
。

５
月
２０
日
（
火
）

横
須
賀
支
部
総
会
・
記
念
講

演
１９
時
。
湘
南
支
部
幹
事
会
・

総
会
・
記
念
講
演
１９
時
。
総

務
部
会
１９
時
３０
分
。

５
月
２１
日
（
水
）

医
療
費
相
談
室
１４
時
。
川
崎

支
部
研
究
会
１９
時
３０
分
。
医

療
運
動
部
会
１９
時
３０
分
。

５
月
２２
日
（
木
）

共
済
部
会
１７
時
。
第
３４
回
理

事
会
１９
時
３０
分
。

５
月
２４
日
（
土
）

在
宅
医
療
・
介
護
セ
ミ
ナ
ー
１５
時
。

５
月
２６
日
（
月
）

川
崎
支
部
総
会
・
記
念
講
演

１９
時
。
新
聞
編
集
会
議
１９
時
。

５
月
２７
日
（
火
）

医
療
情
報
部
会
１９
時
３０
分
。
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